









その他のタイトル Relationships between the subjective effort
and the objective performance on the two kinds
of stroke movement: in case of badminton





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Ｓｕbｊｅｃ effort(%） a6０ a7０ a8０ a9０ 1００ d9０ d8０ d7０ d6０
Forehandsmash 7.9 1７．０ 7.2 1０．１ 0.0 8.9 7.6 8.8 8.3









































































































































































































































































a８０ ａ９０ １００ ．９０ ．８０ ．７０ ．６０％a6０ a7０
Subjectiveeffort
Fig6Changesofrelativeshuttlespeedclassifiedaslineartypesubjectsatvarioussubjectiveeffort．
（FS.＝fOrehandsmash，ＢＤ.＝backhanddrive）
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Table2ProfileofthreesubjectSclassifiedaslineartype
も，特にＢＤ、の努力度100％で「コントロール
しにくい」と感じているが，ＦＳについてもその
傾向があった．これらのことは全力試技による心
理的負担の大きさを表わしていると捉えることも
できるまた，努力度100％の試技によって心理
的負担を経験した後の漸減過程では，漸増過程よ
りも「コントロールしやすい」と感じていたが，
これは高校生を対象とした報告（金子ほか，
1999）と同様であった．こうした心理面への効果
や高いパフォーマンス発揮の可能性などを考え合
わせると，努力度90％前後での運動遂行が有効
性を持つと言えよう．こうした運動については，
｢最大速度とほとんど変わらないスピードー筋力
機構が現出されると同時に技術習得に気を配る
余裕もあり」（ザチオルスキー，1972)，「適度な
リラクゼーションが筋の適切な弛緩と緊張を生
み，より高いスピードの発揮や微細なコントロー
ルを可能にする」（J・ダウニー，1990）と指摘さ
れている今回の結果からは，特にバックハン
ド・ストロークの技術習得を目指したトレーニン
グとしての最大下努力度の利用可能性は高いと言
えよう．具体的には，グロッサー・ノイマイヤー
(1995)，村木（1994)，金子ほか（1999）により
提案されているような様々な努力度での運動の組
み合わせによるトレーニングが考えられるだろ
う．しかし，ＦＳ.，Ｂ、ともに努力度100％とｄ９０
の間ではシャトル速度に有意差が認められたこと
の対応性を検討する意義を提示するものであると
考えられる今後の検討を重ねることによって，
打動作の強弱の打ち分け調整に影響を及ぼしてい
る要因を探ることが出来るのではなかろうか．
４．最大下努力度の利用に関する検討
ＦＳ・の試技において，最大下努力度で努力度
100％の時のシャトル速度を上回ったケースは，
a７０－１件，ａ８０－２件，ａ９０－５件およびｄ90-
２件，ｄ８０－１件，ｄ７０－１件，ｄ６０－１件であっ
た．同様に，Ｂ、、の場合，ａ８０－１件，ａ９０－３
件および。８０－１件であった．ここでもＦＳ．と
ＢＤ、の特性の違い（阿部・2005）が現れている
と思われるが，いずれの動作においても努力度
90％付近で高いシャトル速度を発現できる可能性
が認められた．特に「より強いシャトルを打ち
込みたい」と考えるＦＳではその可能性が高い
と考えられ，高いパフォーマンスを発揮すること
を目的とした最大下努力度の利用が有効であろ
う．
最大下努力度利用による技術トレーニング（グ
ロッサー・ノイマイヤー，1990）や調整力養成
(村木，1994）のトレーニングとしての可能性を
検討すると，ＦＳ.，ＢＤ試技後の内省報告から，
努力度100％で「力んだ」と感じていることが明
らかであり，特にＢ、では他の努力度との差が
大きかった．コントロールのしやすさについて
yearcareerheightweightgooditemsubjectfore andsmashbackhanddrive
（yｅａｒ）（c、）（kg） good？orinept？ good？orinept？
Ａ(male）１８６．５176.0７５.Odoublesgooditisneitherwhich
Ｂ(female）１９０．５１５１．５５１．７singles ineptinept
Ｃ(male）２２１０．５１６５０５９.Ｏｄｏｕｂｌｅｓｉｔｉｓｎｅｉｔｈｅｒｗｈｉｃｈ ｇｏｏｄ
異なる二種類の打動作における主観的努力度と客観的達成度の対応関係 6９
から，全力運動と最大下努力度での運動の組み合
わせでトレーニングを行う場合には最大下運動
時に「緩みすぎない」ことに留意する必要がある
だろう．
ヤーは，努力度と客観的達成度の対応性に優
れている可能性が示唆された．
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Ｖ、まとめ
本研究では，打動作としてバドミントンのフォ
アハンド・スマッシュおよびバックハンド・ドラ
イブを取り上げ，その主観的努力度と客観的達成
度の対応関係を検討した．
１．ＦS､，ＢＤ、の漸増，漸減過程いずれも，主観
的努力度とシャトル速度との間には一次回帰
関係が認められた．
２．正確'性については，ＦＳ・で全力付近の試技に
おいて正確性が悪化するという傾向は認めら
れず，ＢＤ、においても努力度80％から100％
の高い努力度範囲で優れていた．
３．ＦＳとＢ､Ｄ・のシヤトル速度の対応性に関す
る比較では，特に漸減過程における対応性に
違いが現れた．
本研究では，二種類の打動作ともに主観的努力
度の変化にしたがって，シャトルスピードは直線
的に変化したものの，隣り合う努力度間の打ち分
けに差は認められなかった．
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